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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様こんにちは。
食品安全委員会事務局でリスクコミュニケーション官をしております渡辺と申します。

本日のフォーラムにあたり、食品おけるリスクアナリシス、食品添加物を題材としてお話をしたいと思います。

本日は私の持ち時間が1時間程度、その後兵庫県さんからの話題提供、グループワークと長時間になります。
長い間集中して話しを聞くのはつらいですから、どうぞ皆様リラックスして聞いて下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、世界的な食品安全性の確保についてどのような考え方がとられているかについて説明します。

食品の安全性確保ということについて、いろいろな経験、知見を通じて、世界各国、とりわけ先進国において考え方がまとまってきています。

食品の安全性確保に大きな役割をもっている国際機関として、コーデックス委員会というものがあります。
これは1963年に、国連食糧農業機関(FAO)と世界保健機関(WHO)が合同でつくった国連の専門機関で、国際的な食品規格の策定等を行っています。
我が国は1966年から加盟しています。

そこではここにある考え方、
・国民の健康保護の優先、
・科学的根拠の重視、
・関係者相互の情報交換と意志疎通
・政策決定過程の透明性確保
を重視し、

リスクアナリシス、これはリスク分析とも言いますが、その手法を導入することとなっています。
リスクアナリシスについてはこの後、説明します。

また、農場から食卓まで一貫した対策をとること、
食品の安全確保は生産者が気をつける、流通業者が気をつけるだけでなく、消費者も、購入後の食品の保存方法をどうするか、調理方法をどうするかといった点で食卓段階まで、気をつけていただくことが必要です。
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